
山
梨
県
公
報
　
　
第
八
十
三
号
　
　
令
和
二
年
三
月
二
十
六
日

毎
週
二
回
発
行
月
曜
日
木
曜
日
　
定
価（
消
費
税
込
）一
箇
年
　
一
七
、二
八
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

一
三
五

山
梨
県
公
報

第
八
十
三
号

令
和
二
年

三
月
二
十
六
日

木　曜　日

目

次

告

示

○
山
梨
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
諸
収
入
条
例
別
表
の
規
定
に
よ
る
知
事
の
定
め
る
額
の
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

一
三
五

　

部
改
正

○
家
畜
伝
染
病
の
発
生	

一
三
五

○
山
梨
県
農
作
物
奨
励
品
種
の
指
定
の
一
部
改
正	

一
三
五

○
道
路
の
区
域
変
更
（
七
件
）	

一
三
六

○
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
の
指
定	

一
三
七

○
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
認
可
（
九
件
）	

一
三
八

○
建
築
基
準
法
に
基
づ
く
道
路
位
置
指
定	

一
四
一

公

告

○
行
政
書
士
の
懲
戒
処
分
に
つ
い
て	

一
四
一

○
土
地
改
良
法
第
八
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
県
営
土
地
改
良
事
業
計
画
の
決
定	

一
四
一

○
土
地
区
画
整
理
組
合
の
事
業
計
画
の
変
更
認
可
（
二
件
）	

一
四
一

○
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て
（
二
件
）	

一
四
二

公
安
委
員
会

○
運
転
免
許
取
得
者
教
育
に
係
る
認
定
の
取
消
し	
一
四
二

そ

の

他

○
山
梨
県
立
宝
石
美
術
専
門
学
校
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程	
一
四
三

告　
　
　

示

山
梨
県
告
示
第
九
十
九
号

山
梨
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
諸
収
入
条
例
別
表
の
規
定
に
よ
る
知
事
の
定
め
る
額
（
昭
和
六
十
一
年

山
梨
県
告
示
第
百
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

令
和
二
年
三
月
二
十
六
日

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

1
⑴
の
表
を
削
り
、
1
⑵
の
表
を
1
⑴
の
表
と
す
る
。

2
⑴
の
表
機
械
、
電
子
等
に
係
る
産
業
技
術
に
関
連
す
る
も
の
の
部
硬
度
試
験
の
款
を
削
り
、
同
部

化
学
試
験
・
分
析
の
款
微
小
部
蛍
光
エ
ッ
ク
ス
線
分
析
装
置
に
よ
る
め
っ
き
膜
厚
測
定
の
項
、
微
小
部

蛍
光
エ
ッ
ク
ス
線
分
析
装
置
に
よ
る
定
性
分
析
の
項
、
微
小
部
蛍
光
エ
ッ
ク
ス
線
分
析
装
置
に
よ
る
半

定
量
分
析
の
項
及
び
微
小
部
蛍
光
エ
ッ
ク
ス
線
分
析
装
置
に
よ
る
マ
ッ
ピ
ン
グ
測
定
の
項
を
削
る
。

山
梨
県
告
示
第
百
号

家
畜
伝
染
病
予
防
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
と
お
り
家
畜
伝
染
病
の
発
生
の
届
出
が
あ
っ
た
。

令
和
二
年
三
月
二
十
六
日

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

家
畜
伝
染

病
の
種
類

家
畜
の

種
類

患
畜
又
は
疑
似

患
畜
の
区
分

発
生

頭
数

発　

生　

場　

所

発　

生　

年　

月　

日

ヨ
ー
ネ
病

牛

患
畜

三

富
士
河
口
湖
町

令
和
二
年
三
月
十
七
日

山
梨
県
告
示
第
百
一
号

山
梨
県
農
作
物
奨
励
品
種
の
指
定
（
昭
和
四
十
一
年
山
梨
県
告
示
第
二
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

令
和
二
年
三
月
二
十
六
日

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

　
　
　
　

「

三
の
表
中

」

　

「
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に
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」

ト
ー
ル
フ
ェ
ス

ク

同

ウ
シ
ブ
エ

中
生　

中
間
地
帯
及
び
高
冷

地
帯
に
適
す
る
。

ト
ー
ル
フ
ェ
ス

ク

同

ウ
シ
ブ
エ

中
生　

中
間
地
帯
及
び
高
冷

地
帯
に
適
す
る
。

フ
ェ
ス
ト
ロ
リ

ウ
ム

同

東
北
1
号

晩
生　

中
間
地
帯
及
び
高
冷

地
帯
に
適
す
る
。

タ
カ
ネ
ス
タ
ー

早
中
生　

県
下
一
円
に
適
す

る
。　
　
　
　



山
梨
県
公
報
　
　
第
八
十
三
号
　
　
令
和
二
年
三
月
二
十
六
日

一
三
六

三　

道
路
の
区
域

　

区　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

間

旧
新
の
別

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

延　
　
　
長

（
メ
ー
ト
ル
）

北
杜
市
高
根
町
五
町
田
字
土
蜂
地
一
六
四
九
番
一

地
先
か
ら

北
杜
市
高
根
町
五
町
田
字
土
蜂
地
一
六
三
八
番
一

地
先
ま
で

旧

九
・
〇
～

　
　
　

一
九
・
一
　
二
〇
九
・
七

新

九
・
〇
～

　
　
　

二
四
・
七
　
二
〇
九
・
七

山
梨
県
告
示
第
百
四
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
中
北
建
設
事
務

所
峡
北
支
所
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
令
和
二
年
四
月
十
六
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
二
年
三
月
二
十
六
日

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

路　

線　

名　

清
里
須
玉
線

三　

道
路
の
区
域

　

区　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

間

旧
新
の
別

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

延　
　
　
長

（
メ
ー
ト
ル
）

北
杜
市
須
玉
町
下
津
金
字
和
入
二
六
三
六
番
一
地

先
か
ら

北
杜
市
須
玉
町
下
津
金
字
和
入
二
五
七
七
番
二
地

先
ま
で

旧

五
・
八
～

　
　
　

一
〇
・
九
　
一
一
五
・
〇

新

七
・
四
～

　
　
　

一
二
・
八
　
一
一
五
・
〇

山
梨
県
告
示
第
百
五
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
峡
東
建
設
事
務

所
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
令
和
二
年
四
月
十
六
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
二
年
三
月
二
十
六
日

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

路　

線　

名　

市
川
三
郷
山
梨
自
転
車
道
線

三　

道
路
の
区
域

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

　
　
　
　

に
改
め
る
。

　
　
　

」

山
梨
県
告
示
第
百
二
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
中
北
建
設
事
務

所
（
峡
北
支
所
を
除
く
。
）
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
令
和
二
年
四
月
十
六
日
ま
で
一
般
の
縦

覧
に
供
す
る
。

令
和
二
年
三
月
二
十
六
日

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

路　

線　

名　

甲
府
昇
仙
峡
線

三　

道
路
の
区
域

　

区　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

間

旧
新
の
別

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

延　
　
　

長

（
メ
ー
ト
ル
）

甲
府
市
千
塚
四
丁
目
三
一
五
六
番
八
地
先
か
ら

甲
府
市
千
塚
四
丁
目
三
四
九
八
番
一
地
先
ま
で

旧

六
・
五
～

　
　
　
　

七
・
〇
　

二
九
四
・
四

新

一
六
・
〇
～

　
　
　

一
六
・
〇
　

二
九
四
・
四

山
梨
県
告
示
第
百
三
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
中
北
建
設
事
務

所
峡
北
支
所
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
令
和
二
年
四
月
十
六
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
二
年
三
月
二
十
六
日

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

路　

線　

名　

北
杜
八
ヶ
岳
公
園
線

タ
カ
ネ
ス
タ
ー

早
中
生　

県
下
一
円
に
適
す

る
。　
　
　
　

K
D
6
4
1

早
生　

県
下
一
円
に
適
す
る

。　
　
　
　
　
　

K
D
6
4
1

早
生　

県
下
一
円
に
適
す
る

。　
　
　
　
　
　



山
梨
県
公
報
　
　
第
八
十
三
号
　
　
令
和
二
年
三
月
二
十
六
日

一
三
七

一　

道
路
の
種
類　

一
般
国
道

二　

路　

線　

名　

四
百
十
一
号

三　

道
路
の
区
域

　

区　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

間

旧
新
の
別

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

延　
　
　

長

（
メ
ー
ト
ル
）

北
都
留
郡
丹
波
山
村
字
通
り
沢
四
三
四
一
番
一
地

先
か
ら

北
都
留
郡
丹
波
山
村
字
御
祭
り
四
二
五
五
番
一
地

先
ま
で

旧

一
七
・
五
～

　
　
　

二
五
・
一
　
　

四
八
・
五

新

一
七
・
五
～

　
　
　

四
九
・
六
　
　

四
八
・
五

山
梨
県
告
示
第
百
八
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
富
士
・
東
部
建

設
事
務
所
（
吉
田
支
所
を
除
く
。
）
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
令
和
二
年
四
月
十
六
日
ま
で
一

般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
二
年
三
月
二
十
六
日

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

路　

線　

名　

四
日
市
場
上
野
原
線

三　

道
路
の
区
域

　

区　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

間

旧
新
の
別

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

延　
　
　
長

（
メ
ー
ト
ル
）

上
野
原
市
秋
山
字
下
の
段
一
〇
二
四
八
番
一
地
先

か
ら
上
野
原
市
秋
山
字
祭
神
戸
九
六
一
八
番
一
地
先
ま

で

旧

一
四
・
一
～

　
　
　

五
三
・
九
　
一
〇
九
・
一

新

一
四
・
一
～

　
　
　

五
四
・
三
　
一
〇
九
・
一

山
梨
県
告
示
第
百
九
号

急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
三

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
区
域
を
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
に
指
定
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、

山
梨
県
県
土
整
備
部
砂
防
課
及
び
峡
南
建
設
事
務
所
身
延
河
川
砂
防
管
理
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供

す
る
。

　

区　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

間

旧
新
の
別

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

延　
　
　

長

（
メ
ー
ト
ル
）

笛
吹
市
石
和
町
八
田
字
塚
之
越
笛
吹
川
右
岸
堤
防

地
先
か
ら

笛
吹
市
石
和
町
川
中
島
字
宮
ノ
東
笛
吹
川
右
岸
堤

防
地
先
ま
で

旧

二
・
〇
～

　
　
　
　

二
・
〇
　

二
六
六
・
九

二
・
〇
～

　
　
　
　

二
・
〇
　

二
三
八
・
一

新

二
・
〇
～

　
　
　
　

二
・
〇
　

二
三
八
・
一

山
梨
県
告
示
第
百
六
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
富
士
・
東
部
建

設
事
務
所
（
吉
田
支
所
を
除
く
。
）
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
令
和
二
年
四
月
十
六
日
ま
で
一

般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
二
年
三
月
二
十
六
日

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

一　

道
路
の
種
類　

一
般
国
道

二　

路　

線　

名　

百
三
十
九
号

三　

道
路
の
区
域

　

区　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

間

旧
新
の
別

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

延　
　
　

長

（
メ
ー
ト
ル
）

北
都
留
郡
小
菅
村
字
棚
沢
二
八
六
八
番
一
〇
地
先

か
ら
北
都
留
郡
小
菅
村
字
タ
ン
ノ
カ
ヤ
二
八
五
六
番
三

地
先
ま
で

旧

一
一
・
一
～

　
　
　

一
五
・
九
　
　

八
二
・
九

新

一
三
・
六
～

　
　
　

一
七
・
三
　
　

八
二
・
九

山
梨
県
告
示
第
百
七
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
富
士
・
東
部
建

設
事
務
所
（
吉
田
支
所
を
除
く
。
）
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
令
和
二
年
四
月
十
六
日
ま
で
一

般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
二
年
三
月
二
十
六
日

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸
太
郎



山
梨
県
公
報
　
　
第
八
十
三
号
　
　
令
和
二
年
三
月
二
十
六
日

一
三
八

山
梨
県
告
示
第
百
十
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事

業
の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
二
年
三
月
二
十
六
日

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

一　

施
行
者
の
名
称　

都
留
市

二　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称　

都
留
都
市
計
画
下
水
道
事
業
都
留
市
公
共
下
水
道

三　

事
業
施
行
期
間　

平
成
六
年
三
月
二
十
四
日
か
ら
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四　

事
業
地

1　

収
用
の
部
分　

平
成
六
年
山
梨
県
告
示
第
二
百
十
三
号
、
平
成
十
年
山
梨
県
告
示
第
五
百
四
号
、

急
傾
斜
地
崩

壊
危
険
区
域

次
に
掲
げ
る
地
番
の
土
地
に
設
置
し
た
標
柱
番
号
一
号
か
ら
四
十
六
号
ま
で
の

標
柱
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
番
号
四
十
六
号
と
一
号
の
標
柱
を
結
ん
だ
線

に
囲
ま
れ
た
区
域

標
柱
番
号

郡　
　

市

町　

村

大　
　

字
　

字

地　
　

番

二
十
六

二
十
七

二
十
八

二
十
九

三
十

三
十
一

三
十
二

三
十
三

三
十
四

三
十
五

三
十
六

三
十
七

三
十
八

三
十
九

四
十

四
十
一

四
十
二

四
十
三

四
十
四

四
十
五

四
十
六

同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同

同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同

同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同

同同同同同同同同同同村
添

同同同同同同同同同同

同一
〇
四
〇
番

一
〇
四
一
番
一

一
〇
四
二
番
二

一
〇
三
四
番
四

一
〇
七
六
番

一
〇
七
六
番
内
一

同同同一
三
四
六
番
一

一
三
四
七
番
二

一
三
五
一
番

一
三
五
四
番

一
三
六
四
番

一
三
六
一
番

一
三
六
六
番

同一
三
六
八
番

一
三
八
二
番

一
三
九
四
番

令
和
二
年
三
月
二
十
六
日

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

急
傾
斜
地
崩

壊
危
険
区
域

次
に
掲
げ
る
地
番
の
土
地
に
設
置
し
た
標
柱
番
号
一
号
か
ら
四
十
六
号
ま
で
の

標
柱
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
番
号
四
十
六
号
と
一
号
の
標
柱
を
結
ん
だ
線

に
囲
ま
れ
た
区
域

標
柱
番
号

郡　
　

市

町　

村

大　
　

字
　

字

地　
　

番

小
田
船
原
の

1

一二三四五六七八九十十
一

十
二

十
三

十
四

十
五

十
六

十
七

十
八

十
九

二
十

二
十
一

二
十
二

二
十
三

二
十
四

二
十
五

二
十
六

二
十
七

二
十
八

二
十
九

三
十

三
十
一

三
十
二

三
十
三

三
十
四

三
十
五

三
十
六

三
十
七

三
十
八

三
十
九

南
巨
摩
郡

同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同

身
延
町

同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同

小
田
船
原

同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同

村
添

船
原
山

同同同同同同同同同同山
田

同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同村
添

同同同

一
三
九
三
番

二
六
七
五
番

二
六
七
七
番

同二
六
七
八
番

同二
六
八
〇
番

同二
六
八
一
番

同二
六
八
二
番

二
六
八
一
番

一
〇
三
四
番
三

同一
〇
三
四
番
内
一

同一
〇
三
四
番
一

同一
〇
三
二
番
一

同同同同一
〇
三
四
番
一

同同一
〇
四
〇
番

一
〇
四
一
番
一

一
〇
四
二
番
二

一
〇
三
四
番
四

一
〇
七
六
番

一
〇
七
六
番
内
一

同同同一
三
四
六
番
一

一
三
四
七
番
二

一
三
五
一
番

一
三
五
四
番



山
梨
県
公
報
　
　
第
八
十
三
号
　
　
令
和
二
年
三
月
二
十
六
日

一
三
九

韮
崎
市
穂
坂
町
宮
久
保
字
三
百
水
並
び
に
韮
崎
町
上
ノ
山
字
沼
の
各
地
内
に
お
い
て
事
業
地
を
変

更
す
る
。

2　

使
用
の
部
分　

な
し

山
梨
県
告
示
第
百
十
三
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事

業
の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
二
年
三
月
二
十
六
日

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

一　

施
行
者
の
名
称　

南
ア
ル
プ
ス
市

二　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称　

南
ア
ル
プ
ス
都
市
計
画
下
水
道
事
業
南
ア
ル
プ
ス
市
公
共
下

水
道

三　

事
業
施
行
期
間　

昭
和
六
十
二
年
二
月
十
六
日
か
ら
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四　

事
業
地

1　

収
用
の
部
分　

変
更
な
し

2　

使
用
の
部
分　

な
し

山
梨
県
告
示
第
百
十
四
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事

業
の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
二
年
三
月
二
十
六
日

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸 

太 

郎

一　

施
行
者
の
名
称　

甲
斐
市

二　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称　

韮
崎
都
市
計
画
下
水
道
事
業
甲
斐
市
公
共
下
水
道

三　

事
業
施
行
期
間　

平
成
元
年
一
月
二
十
六
日
か
ら
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四　

事
業
地

1　

収
用
の
部
分　

平
成
元
年
山
梨
県
告
示
第
三
十
二
号
、
平
成
六
年
山
梨
県
告
示
第
二
百
十
六
号
、

平
成
七
年
山
梨
県
告
示
第
二
百
二
十
一
号
、
平
成
十
年
山
梨
県
告
示
第
百
八
十
二
号
、
平
成
十
二

年
山
梨
県
告
示
第
三
百
七
十
九
号
、
平
成
十
五
年
山
梨
県
告
示
第
二
百
四
十
一
号
、
平
成
二
十
年

山
梨
県
告
示
第
百
七
十
一
号
、
平
成
二
十
七
年
山
梨
県
告
示
第
百
十
八
号
及
び
平
成
二
十
八
年
山

梨
県
告
示
第
百
十
六
号
の
事
業
地
の
う
ち
、
甲
斐
市
大
字
宇
津
谷
字
唐
松
、
字
中
谷
戸
及
び
字

元
屋
敷
、
大
字
岩
森
字
西
原
及
び
字
上
の
神
、
大
字
大
垈
字
松
葉
、
大
字
竜
地
字
着
物
沢
、
字

平
成
十
三
年
山
梨
県
告
示
第
四
十
七
号
、
平
成
十
六
年
山
梨
県
告
示
第
五
百
七
十
七
号
、
平
成
二

十
一
年
山
梨
県
告
示
第
百
十
四
号
、
平
成
二
十
二
年
山
梨
県
告
示
第
百
二
十
八
号
、
平
成
二
十
六

年
山
梨
県
告
示
第
二
百
五
十
四
号
及
び
平
成
二
十
八
年
山
梨
県
告
示
第
百
十
三
号
の
事
業
地
の
う

ち
、
都
留
市
大
字
古
川
渡
字
横
田
及
び
字
中
島
、
大
字
井
倉
字
美
通
及
び
字
馬
場
、
大
字
田
野
倉

字
下
芦
出
、
大
字
大
原
字
大
原
並
び
に
大
字
つ
る
三
丁
目
の
各
地
内
に
お
い
て
事
業
地
を
変
更
す

る
。

2　

使
用
の
部
分　

な
し

山
梨
県
告
示
第
百
十
一
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事

業
の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
二
年
三
月
二
十
六
日

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

一　

施
行
者
の
名
称　

大
月
市

二　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称　

大
月
都
市
計
画
下
水
道
事
業
大
月
市
公
共
下
水
道

三　

事
業
施
行
期
間　

平
成
六
年
三
月
二
十
四
日
か
ら
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四　

事
業
地

1　

収
用
の
部
分　

変
更
な
し

2　

使
用
の
部
分　

な
し

山
梨
県
告
示
第
百
十
二
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事

業
の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
二
年
三
月
二
十
六
日

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸 

太 

郎

一　

施
行
者
の
名
称　

韮
崎
市

二　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称　

韮
崎
都
市
計
画
下
水
道
事
業
韮
崎
市
公
共
下
水
道

三　

事
業
施
行
期
間　

平
成
元
年
一
月
九
日
か
ら
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四　

事
業
地

1　

収
用
の
部
分　

平
成
元
年
山
梨
県
告
示
第
七
号
、
平
成
九
年
山
梨
県
告
示
第
二
百
五
号
、
平
成

十
一
年
山
梨
県
告
示
第
二
百
五
十
八
号
、
平
成
十
五
年
山
梨
県
告
示
第
百
三
十
号
、
平
成
二
十
年

山
梨
県
告
示
第
百
六
十
四
号
及
び
平
成
二
十
七
年
山
梨
県
告
示
第
百
十
五
号
の
事
業
地
の
う
ち
、



山
梨
県
公
報
　
　
第
八
十
三
号
　
　
令
和
二
年
三
月
二
十
六
日

一
四
〇

百
六
十
五
号
、
平
成
二
十
年
山
梨
県
告
示
第
百
六
十
七
号
、
平
成
二
十
一
年
山
梨
県
告
示
第
八
十

五
号
、
平
成
二
十
二
年
山
梨
県
告
示
第
三
十
一
号
、
平
成
二
十
三
年
山
梨
県
告
示
第
百
六
十
六

号
、
平
成
二
十
五
年
山
梨
県
告
示
第
四
十
号
及
び
平
成
二
十
七
年
山
梨
県
告
示
第
百
十
九
号
の
事

業
地
の
う
ち
、
富
士
川
町
大
字
大
久
保
字
北
河
原
、
大
字
天
神
中
条
字
村
西
、
字
北
河
原
、
字
天

神
廻
及
び
字
前
田
、
大
字
小
林
字
南
明
寺
東
、
字
往
環
東
及
び
字
神
ノ
木
、
大
字
長
澤
字
上
永
及

び
字
若
宮
並
び
に
大
字
最
勝
寺
字
猿
頭
、
字
猿
尾
田
、
字
宮
田
及
び
字
上
殿
原
の
各
地
内
に
お
い

て
事
業
地
を
変
更
す
る
。

2　

使
用
の
部
分　

な
し

山
梨
県
告
示
第
百
十
七
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事

業
の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
二
年
三
月
二
十
六
日

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

一　

施
行
者
の
名
称　

西
桂
町

二　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称　

富
士
北
麓
都
市
計
画
下
水
道
事
業
西
桂
町
公
共
下
水
道

三　

事
業
施
行
期
間　

平
成
七
年
七
月
十
七
日
か
ら
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四　

事
業
地

1　

収
用
の
部
分　

平
成
七
年
山
梨
県
告
示
第
三
百
九
号
、
平
成
十
二
年
山
梨
県
告
示
第
五
百
二
十

一
号
、
平
成
十
六
年
山
梨
県
告
示
第
五
百
七
十
六
号
、
平
成
十
八
年
山
梨
県
告
示
第
二
百
二
十
二

号
、
平
成
十
九
年
山
梨
県
告
示
第
百
八
十
一
号
、
平
成
二
十
二
年
山
梨
県
告
示
第
百
二
十
九
号
、

平
成
二
十
四
年
山
梨
県
告
示
第
三
百
三
十
号
及
び
平
成
二
十
八
年
山
梨
県
告
示
第
百
十
八
号
の
事

業
地
に
、
西
桂
町
大
字
倉
見
字
蓑
和
田
、
字
松
久
保
道
下
、
字
松
久
保
道
上
、
字
大
畠
道
上
、
字

大
畠
道
下
及
び
字
月
夜
の
平
を
追
加
し
、
大
字
小
沼
字
郷
土
及
び
字
柿
園
並
び
に
大
字
倉
見
字
溝

下
、
字
東
海
戸
道
下
、
字
天
久
保
、
字
西
海
戸
道
下
及
び
字
西
海
戸
道
上
の
各
地
内
に
お
い
て
事

業
地
を
変
更
す
る
。

2　

使
用
の
部
分　

な
し

山
梨
県
告
示
第
百
十
八
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事

業
の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
二
年
三
月
二
十
六
日

地
蔵
原
、
字
北
浦
、
字
北
川
及
び
字
大
滝
並
び
に
大
字
下
今
井
字
大
無
垢
理
の
各
地
内
に
お
い
て

事
業
地
を
変
更
す
る
。

2　

使
用
の
部
分　

な
し

山
梨
県
告
示
第
百
十
五
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事

業
の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
二
年
三
月
二
十
六
日

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

一　

施
行
者
の
名
称　

上
野
原
市

二　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称　

上
野
原
都
市
計
画
下
水
道
事
業
上
野
原
市
公
共
下
水
道

三　

事
業
施
行
期
間　

昭
和
五
十
四
年
三
月
二
十
日
か
ら
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四　

事
業
地

1　

収
用
の
部
分　

変
更
な
し

2　

使
用
の
部
分　

な
し

山
梨
県
告
示
第
百
十
六
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事

業
の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
二
年
三
月
二
十
六
日

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

一　

施
行
者
の
名
称　

富
士
川
町

二　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称　

富
士
川
都
市
計
画
及
び
市
川
三
郷
都
市
計
画
下
水
道
事
業
富

士
川
町
公
共
下
水
道

三　

事
業
施
行
期
間　

昭
和
六
十
二
年
十
二
月
十
日
か
ら
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四　

事
業
地

1　

収
用
の
部
分　

昭
和
六
十
二
年
山
梨
県
告
示
第
四
百
四
十
号
、
平
成
三
年
山
梨
県
告
示
第
百
七

十
六
号
、
平
成
四
年
山
梨
県
告
示
第
四
百
四
十
四
号
、
平
成
六
年
山
梨
県
告
示
第
四
百
七
十
二

号
、
平
成
十
年
山
梨
県
告
示
第
百
七
十
八
号
、
平
成
十
年
山
梨
県
告
示
第
百
七
十
九
号
、
平
成
十

二
年
山
梨
県
告
示
第
三
百
六
十
号
、
平
成
十
五
年
山
梨
県
告
示
第
六
十
一
号
、
平
成
十
五
年
山
梨

県
告
示
第
二
百
四
十
三
号
、
平
成
十
六
年
山
梨
県
告
示
第
二
百
四
十
二
号
、
平
成
十
八
年
山
梨
県

告
示
第
六
十
六
号
、
平
成
十
八
年
山
梨
県
告
示
第
五
百
九
十
六
号
、
平
成
二
十
年
山
梨
県
告
示
第



山
梨
県
公
報
　
　
第
八
十
三
号
　
　
令
和
二
年
三
月
二
十
六
日

一
四
一

三　

処
分
の
内
容　

二
月
間
の
業
務
の
停
止
（
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
同
年
五
月
三
十
一
日
ま
で
の

間
）

◉　

土
地
改
良
法
第
八
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
県
営
土
地
改
良
事
業
計
画
の
決
定

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
県
営
土

地
改
良
事
業
（
八
田
西
部
地
区
畑
地
帯
総
合
整
備
事
業
）
計
画
を
定
め
た
の
で
、
同
条
第
五
項
の
規
定

に
よ
り
公
告
し
、
及
び
次
の
と
お
り
関
係
書
類
を
縦
覧
に
供
す
る
。
な
お
、
こ
の
公
告
に
係
る
決
定
に

対
し
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
山
梨
県
知
事
に
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
公
告

に
係
る
決
定
に
つ
い
て
は
、
前
記
の
審
査
請
求
の
ほ
か
、
山
梨
県
を
被
告
と
し
て
、
取
消
し
の
訴
え
を

提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

令
和
二
年
三
月
二
十
六
日

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

一　

縦
覧
書
類　

県
営
土
地
改
良
事
業
計
画
書
の
写
し

二　

縦
覧
期
間　

こ
の
公
告
の
日
か
ら
令
和
二
年
四
月
二
十
三
日
ま
で

三　

縦
覧
場
所　

南
ア
ル
プ
ス
市
役
所

四　

審
査
請
求
期
間　

こ
の
公
告
の
日
か
ら
令
和
二
年
五
月
八
日
ま
で

五　

取
消
訴
訟
の
出
訴
期
間　

こ
の
公
告
の
日
か
ら
令
和
二
年
九
月
二
十
八
日
ま
で

◉　

土
地
区
画
整
理
組
合
の
事
業
計
画
の
変
更
認
可

土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
と
お
り
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
。

令
和
二
年
三
月
二
十
六
日

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

一　

組
合
の
名
称　

富
士
吉
田
市
雨
坪
土
地
区
画
整
理
組
合

二　

事
業
施
行
期
間　

平
成
二
十
二
年
三
月
四
日
か
ら
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

三　

施
行
地
区　

富
士
吉
田
市
大
字
小
明
見
字
雨
坪
、
字
愛
地
宿
、
字
滝
澤
、
字
上
手
及
び
字
丸
の
各

一
部

四　

事
務
所
の
所
在
地　

富
士
吉
田
市
下
吉
田
六
丁
目
一
番
一
号
富
士
吉
田
市
役
所
内

五　

設
立
認
可
の
年
月
日　

平
成
二
十
二
年
三
月
四
日

六　

変
更
認
可
の
年
月
日　

令
和
二
年
三
月
十
二
日

◉　

土
地
区
画
整
理
組
合
の
事
業
計
画
の
変
更
認
可

土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
と
お
り
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
。

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

一　

施
行
者
の
名
称　

富
士
河
口
湖
町

二　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称　

富
士
北
麓
都
市
計
画
下
水
道
事
業
富
士
河
口
湖
町
公
共
下
水

道
三　

事
業
施
行
期
間　

昭
和
五
十
二
年
七
月
二
十
八
日
か
ら
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四　

事
業
地

1　

収
用
の
部
分　

変
更
な
し

2　

使
用
の
部
分　

な
し

山
梨
県
告
示
第
百
十
九
号

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
道
路

の
位
置
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
告
示
す
る
。
そ
の
関
係
図
書
は
、
山
梨
県
富
士
・
東
部
建
設
事

務
所
（
吉
田
支
所
を
除
く
。
）
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
二
年
三
月
二
十
六
日

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

一　

指
定
の
年
月
日　

令
和
二
年
三
月
十
八
日

二　

指
定
道
路
の
位
置　

上
野
原
市
上
野
原
字
下
新
町
六
百
三
十
九
番
二
、
六
百
四
十
九
番
四
、
六
百

　
　

五
十
番
四
、
六
百
五
十
一
番
四
、
六
百
五
十
番
二
の
一
部
、
六
百
五
十
一
番
二
の
一
部

三　

指
定
道
路
の
幅
員　

最
大
六
・
一
〇
メ
ー
ト
ル　

最
小
六
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル

四　

指
定
道
路
の
延
長　

六
十
六
・
六
一
メ
ー
ト
ル

公　
　
　

告

◉　

行
政
書
士
の
懲
戒
処
分
に
つ
い
て

行
政
書
士
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
号
）
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
行
政
書
士

の
懲
戒
処
分
を
行
っ
た
の
で
、
同
法
第
十
四
条
の
五
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

令
和
二
年
三
月
二
十
六
日

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

一　

被
処
分
者

㈠　

氏
名　

平
松　

智

㈡　

事
務
所
の
所
在
地　

山
梨
市
上
神
内
川
六
十
一
番
地
百
三

㈢　

所
属　

山
梨
県
行
政
書
士
会

㈣　

登
録
番
号　

第
〇
九
一
六
〇
八
五
九
号

二　

処
分
年
月
日　

令
和
二
年
三
月
二
十
四
日



山
梨
県
公
報
　
　
第
八
十
三
号
　
　
令
和
二
年
三
月
二
十
六
日

一
四
二

運
転
免
許
取
得
者
教
育
に
係
る
認
定
を
次
の
と
お
り
取
り
消
し
た
の
で
、
運
転
免
許
取
得
者
教
育
の
認

定
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
二
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
四
号
。
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
）
第
十

二
条
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

令
和
二
年
三
月
二
十
六
日

　

山
梨
県
公
安
委
員
会

委
員
長　
　

石　
　

川　
　
　
　
　

恵

認
定
を
取
り
消
さ
れ
た
者
の

名
称
、
住
所
及
び
代
表
者
氏

名

運
転
免
許
取
得
者

教
育
に
使
用
す
る

施
設
の
名
称
及
び

所
在
地

認
定
を
取
り
消
さ
れ
た
運
転

免
許
取
得
者
教
育
の
課
程
の

区
分
及
び
名
称

認
定
取
消
年

月
日

田
原
自
動
車
教
習
所

韮
崎
市
龍
岡
町
下
條
南
割
一

二
八
五
番
地

田
原　

修

田
原
自
動
車
教
習

所南
ア
ル
プ
ス
市
六

科
一
一
〇
七
番
地

二
四

規
則
第
一
条
第
一
号
に
掲
げ

る
課
程

田
原
ペ
ー
パ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー

教
室

令
和
二
年
二

月
二
十
九
日

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー

ズ
ス
ク
ー
ル

笛
吹
市
境
川
町
石
橋
二
二
九

三
番
地
七

今
澤　

浩

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ド

ラ
イ
バ
ー
ズ
ス
ク

ー
ル
南
ア
ル
プ
ス
市
六

科
一
一
〇
七
番
地

二
四

規
則
第
一
条
第
一
号
に
掲
げ

る
課
程

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ペ
ー
パ
ー
ド

ラ
イ
バ
ー
教
室

令
和
二
年
二

月
二
十
九
日

規
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ

る
課
程

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ペ
ー
パ
ー
ド

ラ
イ
バ
ー
教
室

吉
田
自
動
車
教
習
所

富
士
吉
田
市
上
吉
田
三
六
〇

六
番
地
七

芹
澤　

正
文

吉
田
自
動
車
教
習

所都
留
市
桂
町
九
二

二
番
地

規
則
第
一
条
第
一
号
に
掲
げ

る
課
程

吉
田
自
動
車
教
習
所
ペ
ー
パ

ー
ド
ラ
イ
バ
ー
教
室

令
和
二
年
二

月
二
十
九
日

規
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ

る
課
程

吉
田
自
動
車
教
習
所
二
輪
車

安
全
運
転
教
室

貢
川
自
動
車
教
習
所

甲
府
市
富
竹
四
丁
目
五
番
一

号依
田　

正
昭

貢
川
自
動
車
教
習

所南
ア
ル
プ
ス
市
六

科
一
一
〇
七
番
地

二
四

規
則
第
一
条
第
一
号
に
掲
げ

る
課
程

貢
川
ペ
ー
パ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー

教
室

令
和
二
年
二

月
二
十
九
日

そ　

の　

他

令
和
二
年
三
月
二
十
六
日

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

一　

組
合
の
名
称　

都
留
市
井
倉
第
二
土
地
区
画
整
理
組
合

二　

事
業
施
行
期
間　

平
成
二
十
五
年
三
月
十
四
日
か
ら
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

三　

施
行
地
区　

都
留
市
井
倉
字
美
通
及
び
字
馬
場
の
各
一
部

四　

事
務
所
の
所
在
地　

都
留
市
上
谷
一
丁
目
一
番
一
号
都
留
市
役
所
内

五　

設
立
認
可
の
年
月
日　

平
成
二
十
三
年
九
月
一
日

六　

変
更
認
可
の
年
月
日　

令
和
二
年
三
月
十
七
日

◉　

開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
許
可
に
係
る
次
の
開
発
行
為

に
関
す
る
工
事
は
、
完
了
し
た
。

令
和
二
年
三
月
二
十
六
日

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

一　

開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称　

笛
吹
市
一
宮
町
竹
原
田
字
上
大
日
町
四
十
番
、

四
十
一
番
一
、
四
十
一
番
三
、
四
十
一
番
四
及
び
四
十
二
番
一
の
区
域

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名　

笛
吹
市
八
代
町
南
九
百
十
七
番
地　

社
会
福
祉
法
人

笛
吹
市
社
会
福
祉
協
議
会　

会
長　

早
河
正
弘

◉　

開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
許
可
に
係
る
次
の
開
発
行
為

に
関
す
る
工
事
は
、
完
了
し
た
。

令
和
二
年
三
月
二
十
六
日

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

一　

開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称　

南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町
勝
山
字
東
下
貒
穴
三

千
二
百
五
十
、
三
千
二
百
八
十
二
の
一
か
ら
三
千
二
百
八
十
二
の
三
ま
で
、
三
千
二
百
八
十
三
の
一

及
び
三
千
二
百
八
十
三
の
二
の
区
域

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名　

神
奈
川
県
横
浜
市
港
北
区
新
横
浜
二
丁
目
二
番
八
号

株
式
会
社
ハ
ン
ズ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン　

代
表
取
締
役　

韓
宇

公
安
委
員
会

山
梨
県
公
安
委
員
会
告
示
第
二
十
七
号

道
路
交
通
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
五
号
）
第
百
八
条
の
三
十
二
の
二
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
、



山
梨
県
公
報
　
　
第
八
十
三
号
　
　
令
和
二
年
三
月
二
十
六
日

一
四
三

学
年

授
業
科
目

授
業
時
数

単
位
数

第
一

学
年

彫
金
基
礎

造
形
基
礎

ジ
ュ
エ
リ
ー
基
礎
知
識
一

ジ
ュ
エ
リ
ー
メ
イ
キ
ン
グ
基
礎

ジ
ュ
エ
リ
ー
デ
ザ
イ
ン
基
礎

ジ
ュ
エ
リ
ー
基
礎
知
識
二

　
　
　
　

二
五
六

　
　
　
　

二
五
六

　
　
　
　
　

六
四

　
　
　
　

二
五
六

　
　
　
　

二
五
六

　
　
　
　
　

六
四

　
　
　
　

八

　
　
　
　

八

　
　
　
　

二

　
　
　
　

八

　
　
　
　

八

　
　
　
　

二

第
一
学
年
授
業
時
数
及
び
単
位
数
計

　
　

一
、
一
五
二
　
　
　

三
六

第
二

学
年

ジ
ュ
エ
リ
ー
メ
イ
キ
ン
グ
応
用

ジ
ュ
エ
リ
ー
デ
ザ
イ
ン
応
用

総
合
演
習
一

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
演
習

応
用
選
択
（
各
六
四
時
間
の
授
業
時
数
で
二
単
位
）

　

応
用
選
択
プ
ロ
ダ
ク
ト

　

応
用
選
択
デ
ザ
イ
ン

　

応
用
選
択
ビ
ジ
ネ
ス

企
業
実
習

　
　
　
　

二
五
六

　
　
　
　

二
五
六

　
　
　
　

二
五
六

　
　
　
　

一
二
八

　
　
　
　
　

六
四

　
　
　
　

一
二
八

　
　
　
　

八

　
　
　
　

八

　
　
　
　

八

　
　
　
　

四

　
　
　
　

二

　
　
　
　

四

第
二
学
年
授
業
時
数
及
び
単
位
数
計

　
　

一
、
〇
八
八
　
　
　

三
四

第
三

学
年

総
合
演
習
二

卒
業
制
作

実
践
選
択
A
（
各
六
四
時
間
の
授
業
時
数
で
二
単
位
）

　

実
践
選
択
A

－

一　

プ
ロ
ダ
ク
ト
①

　

実
践
選
択
A

－

一　

プ
ロ
ダ
ク
ト
②

　

実
践
選
択
A

－

一　

デ
ザ
イ
ン

　

実
践
選
択
A

－

二　

プ
ロ
ダ
ク
ト
①

　

実
践
選
択
A

－

二　

プ
ロ
ダ
ク
ト
②

　

実
践
選
択
A

－

二　

デ
ザ
イ
ン

　

実
践
選
択
A

－

三　

プ
ロ
ダ
ク
ト

　

実
践
選
択
A

－

三　

デ
ザ
イ
ン

　

実
践
選
択
A

－

三　

ビ
ジ
ネ
ス

　

実
践
選
択
A

－

四　

プ
ロ
ダ
ク
ト

　

実
践
選
択
A

－

四　

デ
ザ
イ
ン

　

実
践
選
択
A

－

四　

ビ
ジ
ネ
ス

実
践
選
択
B
（
各
三
二
時
間
の
授
業
時
数
で
一
単
位
）

　

実
践
選
択
B

－

一　

プ
ロ
ダ
ク
ト

　

実
践
選
択
B

－

一　

デ
ザ
イ
ン

　

実
践
選
択
B

－

一　

ビ
ジ
ネ
ス

　

実
践
選
択
B

－

二　

プ
ロ
ダ
ク
ト

　

実
践
選
択
B

－

二　

デ
ザ
イ
ン

　

実
践
選
択
B

－

二　

ビ
ジ
ネ
ス

　

実
践
選
択
B

－

三　

プ
ロ
ダ
ク
ト

　

実
践
選
択
B

－

三　

デ
ザ
イ
ン

　

実
践
選
択
B

－

三　

ビ
ジ
ネ
ス

　

実
践
選
択
B

－

四　

プ
ロ
ダ
ク
ト

　

実
践
選
択
B

－

四　

デ
ザ
イ
ン

　

実
践
選
択
B

－

四　

ビ
ジ
ネ
ス

　

実
践
選
択
B

－

五　

プ
ロ
ダ
ク
ト

　

実
践
選
択
B

－

五　

デ
ザ
イ
ン

　

実
践
選
択
B

－

五　

ビ
ジ
ネ
ス

　

実
践
選
択
B

－

六　

プ
ロ
ダ
ク
ト

　

実
践
選
択
B

－

六　

デ
ザ
イ
ン

　

実
践
選
択
B

－

六　

ビ
ジ
ネ
ス

　
　
　
　

二
五
六

　
　
　
　

二
五
六

　
　
　
　

二
五
六

　
　
　
　

一
九
二

　
　
　
　

八

　
　
　
　

八

　
　
　
　

八

　
　
　
　

六

第
三
学
年
授
業
時
数
及
び
単
位
数
計

　
　
　
　

九
六
〇
　
　
　

三
〇

授
業
時
数
及
び
必
ず
修
得
す
べ
き
単
位
数
計

　
　

三
、
二
〇
〇
　
　

一
〇
〇

選
択

科
目

海
外
研
修

国
際
情
報

　
　
　
　
　

三
二

　
　
　
　
　

三
二
　
　
　
　

一

　
　
　
　

一

授
業
時
数
及
び
単
位
数
合
計

　
　

三
、
二
六
四
　
　

一
〇
二

山
梨
県
立
宝
石
美
術
専
門
学
校
管
理
者
規
程
第
一
号

山
梨
県
立
宝
石
美
術
専
門
学
校
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
二
年
三
月
二
十
六
日

山
梨
県
立
宝
石
美
術
専
門
学
校
管
理
者

山
梨
県
産
業
労
働
部
長　
　

中　
　

澤　
　

和　
　

樹

山
梨
県
立
宝
石
美
術
専
門
学
校
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

山
梨
県
立
宝
石
美
術
専
門
学
校
学
則
（
昭
和
五
十
六
年
山
梨
県
立
宝
石
美
術
専
門
学
校
管
理
者
規
程

第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
履
修
単
位
数
」
を
「
単
位
数
」
に
改
め
る
。

第
九
条
第
一
項
中
「
三
十
八
週
」
を
「
三
十
六
週
」
に
改
め
、
「
各
科
目
を
」
の
下
に
「
履
修
し
、
」

を
加
え
、
同
条
第
二
項
第
一
号
中
「
十
五
時
間
」
を
「
十
六
時
間
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
三
十

時
間
」
を
「
三
十
二
時
間
」
に
改
め
る
。

第
十
一
条
中
「
、
総
授
業
時
数
を
二
千
九
百
七
十
時
間
以
上
履
修
し
」
を
削
り
、
「
九
十
九
単
位
」

を
「
選
択
科
目
を
除
い
て
百
単
位
」
に
改
め
る
。

別
表
（
第
八
条
関
係
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

学
年

授
業
科
目

授
業
時
数

単
位
数

第
一

学
年

彫
金
基
礎

造
形
基
礎

ジ
ュ
エ
リ
ー
基
礎
知
識
一

ジ
ュ
エ
リ
ー
メ
イ
キ
ン
グ
基
礎

ジ
ュ
エ
リ
ー
デ
ザ
イ
ン
基
礎

ジ
ュ
エ
リ
ー
基
礎
知
識
二

　
　
　
　

二
五
六

　
　
　
　

二
五
六

　
　
　
　
　

六
四

　
　
　
　

二
五
六

　
　
　
　

二
五
六

　
　
　
　
　

六
四

　
　
　
　

八

　
　
　
　

八

　
　
　
　

二

　
　
　
　

八

　
　
　
　

八

　
　
　
　

二

第
一
学
年
授
業
時
数
及
び
単
位
数
計

　
　

一
、
一
五
二
　
　
　

三
六

第
二

学
年

ジ
ュ
エ
リ
ー
メ
イ
キ
ン
グ
応
用

ジ
ュ
エ
リ
ー
デ
ザ
イ
ン
応
用

総
合
演
習
一

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
演
習

応
用
選
択
（
各
六
四
時
間
の
授
業
時
数
で
二
単
位
）

　

応
用
選
択
プ
ロ
ダ
ク
ト

　

応
用
選
択
デ
ザ
イ
ン

　

応
用
選
択
ビ
ジ
ネ
ス

企
業
実
習

　
　
　
　

二
五
六

　
　
　
　

二
五
六

　
　
　
　

二
五
六

　
　
　
　

一
二
八

　
　
　
　
　

六
四

　
　
　
　

一
二
八

　
　
　
　

八

　
　
　
　

八

　
　
　
　

八

　
　
　
　

四

　
　
　
　

二

　
　
　
　

四

第
二
学
年
授
業
時
数
及
び
単
位
数
計

　
　

一
、
〇
八
八
　
　
　

三
四

第
三

学
年

総
合
演
習
二

卒
業
制
作

実
践
選
択
A
（
各
六
四
時
間
の
授
業
時
数
で
二
単
位
）

　

実
践
選
択
A

－

一　

プ
ロ
ダ
ク
ト
①

　

実
践
選
択
A

－

一　

プ
ロ
ダ
ク
ト
②

　

実
践
選
択
A

－

一　

デ
ザ
イ
ン

　

実
践
選
択
A

－

二　

プ
ロ
ダ
ク
ト
①

　

実
践
選
択
A

－

二　

プ
ロ
ダ
ク
ト
②

　

実
践
選
択
A

－

二　

デ
ザ
イ
ン

　

実
践
選
択
A

－

三　

プ
ロ
ダ
ク
ト

　

実
践
選
択
A

－

三　

デ
ザ
イ
ン

　

実
践
選
択
A

－

三　

ビ
ジ
ネ
ス

　

実
践
選
択
A

－

四　

プ
ロ
ダ
ク
ト

　

実
践
選
択
A

－

四　

デ
ザ
イ
ン

　

実
践
選
択
A

－

四　

ビ
ジ
ネ
ス

実
践
選
択
B
（
各
三
二
時
間
の
授
業
時
数
で
一
単
位
）

　

実
践
選
択
B

－

一　

プ
ロ
ダ
ク
ト

　

実
践
選
択
B

－

一　

デ
ザ
イ
ン

　

実
践
選
択
B

－

一　

ビ
ジ
ネ
ス

　

実
践
選
択
B

－

二　

プ
ロ
ダ
ク
ト

　

実
践
選
択
B

－

二　

デ
ザ
イ
ン

　

実
践
選
択
B

－

二　

ビ
ジ
ネ
ス

　

実
践
選
択
B

－

三　

プ
ロ
ダ
ク
ト

　

実
践
選
択
B

－

三　

デ
ザ
イ
ン

　

実
践
選
択
B

－

三　

ビ
ジ
ネ
ス

　

実
践
選
択
B

－

四　

プ
ロ
ダ
ク
ト

　

実
践
選
択
B

－

四　

デ
ザ
イ
ン

　

実
践
選
択
B

－

四　

ビ
ジ
ネ
ス

　

実
践
選
択
B

－

五　

プ
ロ
ダ
ク
ト

　

実
践
選
択
B

－

五　

デ
ザ
イ
ン

　

実
践
選
択
B

－

五　

ビ
ジ
ネ
ス

　

実
践
選
択
B

－

六　

プ
ロ
ダ
ク
ト

　

実
践
選
択
B

－

六　

デ
ザ
イ
ン

　

実
践
選
択
B

－

六　

ビ
ジ
ネ
ス

　
　
　
　

二
五
六

　
　
　
　

二
五
六

　
　
　
　

二
五
六

　
　
　
　

一
九
二

　
　
　
　

八

　
　
　
　

八

　
　
　
　

八

　
　
　
　

六

第
三
学
年
授
業
時
数
及
び
単
位
数
計

　
　
　
　

九
六
〇
　
　
　

三
〇

授
業
時
数
及
び
必
ず
修
得
す
べ
き
単
位
数
計

　
　

三
、
二
〇
〇
　
　

一
〇
〇

選
択

科
目

海
外
研
修

国
際
情
報

　
　
　
　
　

三
二

　
　
　
　
　

三
二
　
　
　
　

一

　
　
　
　

一

授
業
時
数
及
び
単
位
数
合
計

　
　

三
、
二
六
四
　
　

一
〇
二

学
年

授
業
科
目

授
業
時
数

単
位
数

第
一

学
年

彫
金
基
礎

造
形
基
礎

ジ
ュ
エ
リ
ー
基
礎
知
識
一

ジ
ュ
エ
リ
ー
メ
イ
キ
ン
グ
基
礎

ジ
ュ
エ
リ
ー
デ
ザ
イ
ン
基
礎

ジ
ュ
エ
リ
ー
基
礎
知
識
二

　
　
　
　

二
五
六

　
　
　
　

二
五
六

　
　
　
　
　

六
四

　
　
　
　

二
五
六

　
　
　
　

二
五
六

　
　
　
　
　

六
四

　
　
　
　

八

　
　
　
　

八

　
　
　
　

二

　
　
　
　

八

　
　
　
　

八

　
　
　
　

二

第
一
学
年
授
業
時
数
及
び
単
位
数
計

　
　

一
、
一
五
二
　
　
　

三
六

第
二

学
年

ジ
ュ
エ
リ
ー
メ
イ
キ
ン
グ
応
用

ジ
ュ
エ
リ
ー
デ
ザ
イ
ン
応
用

総
合
演
習
一

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
演
習

応
用
選
択
（
各
六
四
時
間
の
授
業
時
数
で
二
単
位
）

　

応
用
選
択
プ
ロ
ダ
ク
ト

　

応
用
選
択
デ
ザ
イ
ン

　

応
用
選
択
ビ
ジ
ネ
ス

企
業
実
習

　
　
　
　

二
五
六

　
　
　
　

二
五
六

　
　
　
　

二
五
六

　
　
　
　

一
二
八

　
　
　
　
　

六
四

　
　
　
　

一
二
八

　
　
　
　

八

　
　
　
　

八

　
　
　
　

八

　
　
　
　

四

　
　
　
　

二

　
　
　
　

四

第
二
学
年
授
業
時
数
及
び
単
位
数
計

　
　

一
、
〇
八
八
　
　
　

三
四

第
三

学
年

総
合
演
習
二

卒
業
制
作

実
践
選
択
A
（
各
六
四
時
間
の
授
業
時
数
で
二
単
位
）

　

実
践
選
択
A

－

一　

プ
ロ
ダ
ク
ト
①

　

実
践
選
択
A

－

一　

プ
ロ
ダ
ク
ト
②

　

実
践
選
択
A

－

一　

デ
ザ
イ
ン

　

実
践
選
択
A

－

二　

プ
ロ
ダ
ク
ト
①

　

実
践
選
択
A

－

二　

プ
ロ
ダ
ク
ト
②

　

実
践
選
択
A

－

二　

デ
ザ
イ
ン

　

実
践
選
択
A

－

三　

プ
ロ
ダ
ク
ト

　

実
践
選
択
A

－

三　

デ
ザ
イ
ン

　

実
践
選
択
A

－

三　

ビ
ジ
ネ
ス

　

実
践
選
択
A

－

四　

プ
ロ
ダ
ク
ト

　

実
践
選
択
A

－

四　

デ
ザ
イ
ン

　

実
践
選
択
A

－

四　

ビ
ジ
ネ
ス

実
践
選
択
B
（
各
三
二
時
間
の
授
業
時
数
で
一
単
位
）

　

実
践
選
択
B

－

一　

プ
ロ
ダ
ク
ト

　

実
践
選
択
B

－

一　

デ
ザ
イ
ン

　

実
践
選
択
B

－

一　

ビ
ジ
ネ
ス

　

実
践
選
択
B

－

二　

プ
ロ
ダ
ク
ト

　

実
践
選
択
B

－

二　

デ
ザ
イ
ン

　

実
践
選
択
B

－

二　

ビ
ジ
ネ
ス

　

実
践
選
択
B

－

三　

プ
ロ
ダ
ク
ト

　

実
践
選
択
B

－

三　

デ
ザ
イ
ン

　

実
践
選
択
B

－

三　

ビ
ジ
ネ
ス

　

実
践
選
択
B

－

四　

プ
ロ
ダ
ク
ト

　

実
践
選
択
B

－

四　

デ
ザ
イ
ン

　

実
践
選
択
B

－

四　

ビ
ジ
ネ
ス

　

実
践
選
択
B

－

五　

プ
ロ
ダ
ク
ト

　

実
践
選
択
B

－

五　

デ
ザ
イ
ン

　

実
践
選
択
B

－

五　

ビ
ジ
ネ
ス

　

実
践
選
択
B

－

六　

プ
ロ
ダ
ク
ト

　

実
践
選
択
B

－

六　

デ
ザ
イ
ン

　

実
践
選
択
B

－

六　

ビ
ジ
ネ
ス

　
　
　
　

二
五
六

　
　
　
　

二
五
六

　
　
　
　

二
五
六

　
　
　
　

一
九
二

　
　
　
　

八

　
　
　
　

八

　
　
　
　

八

　
　
　
　

六

第
三
学
年
授
業
時
数
及
び
単
位
数
計

　
　
　
　

九
六
〇
　
　
　

三
〇

授
業
時
数
及
び
必
ず
修
得
す
べ
き
単
位
数
計

　
　

三
、
二
〇
〇
　
　

一
〇
〇

選
択

科
目

海
外
研
修

国
際
情
報

　
　
　
　
　

三
二

　
　
　
　
　

三
二
　
　
　
　

一

　
　
　
　

一

授
業
時
数
及
び
単
位
数
合
計

　
　

三
、
二
六
四
　
　

一
〇
二



発
行
者
　
　
山
　
梨
　
県
　
　
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
　
　
　
　
　
印
刷
所
　
㈱
サ
ン
ニ
チ
印
刷
　
甲
府
市
北
口
二
丁
目
六
番

山
梨
県
公
報
　
　
第
八
十
三
号
　
　
令
和
二
年
三
月
二
十
六
日

一
四
四

附

則

（
施
行
期
日
）

1　

こ
の
規
程
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
卒
業
要
件
の
特
例
）

2　

次
の
各
号
に
掲
げ
る
期
間
内
に
山
梨
県
立
宝
石
美
術
専
門
学
校
に
入
学
し
た
者
に
係
る
卒
業
に
必

要
な
単
位
数
に
つ
い
て
は
、
こ
の
規
程
に
よ
る
改
正
後
の
第
十
一
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該

各
号
に
定
め
る
単
位
数
以
上
と
す
る
。

一　

平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で　

九
十
七
単
位

二　

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で　

九
十
八
単
位

学
年

授
業
科
目

授
業
時
数

単
位
数

第
一

学
年

彫
金
基
礎

造
形
基
礎

ジ
ュ
エ
リ
ー
基
礎
知
識
一

ジ
ュ
エ
リ
ー
メ
イ
キ
ン
グ
基
礎

ジ
ュ
エ
リ
ー
デ
ザ
イ
ン
基
礎

ジ
ュ
エ
リ
ー
基
礎
知
識
二

　
　
　
　

二
五
六

　
　
　
　

二
五
六

　
　
　
　
　

六
四

　
　
　
　

二
五
六

　
　
　
　

二
五
六

　
　
　
　
　

六
四

　
　
　
　

八

　
　
　
　

八

　
　
　
　

二

　
　
　
　

八

　
　
　
　

八

　
　
　
　

二

第
一
学
年
授
業
時
数
及
び
単
位
数
計

　
　

一
、
一
五
二
　
　
　

三
六

第
二

学
年

ジ
ュ
エ
リ
ー
メ
イ
キ
ン
グ
応
用

ジ
ュ
エ
リ
ー
デ
ザ
イ
ン
応
用

総
合
演
習
一

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
演
習

応
用
選
択
（
各
六
四
時
間
の
授
業
時
数
で
二
単
位
）

　

応
用
選
択
プ
ロ
ダ
ク
ト

　

応
用
選
択
デ
ザ
イ
ン

　

応
用
選
択
ビ
ジ
ネ
ス

企
業
実
習

　
　
　
　

二
五
六

　
　
　
　

二
五
六

　
　
　
　

二
五
六

　
　
　
　

一
二
八

　
　
　
　
　

六
四

　
　
　
　

一
二
八

　
　
　
　

八

　
　
　
　

八

　
　
　
　

八

　
　
　
　

四

　
　
　
　

二

　
　
　
　

四

第
二
学
年
授
業
時
数
及
び
単
位
数
計

　
　

一
、
〇
八
八
　
　
　

三
四

第
三

学
年

総
合
演
習
二

卒
業
制
作

実
践
選
択
A
（
各
六
四
時
間
の
授
業
時
数
で
二
単
位
）

　

実
践
選
択
A

－

一　

プ
ロ
ダ
ク
ト
①

　

実
践
選
択
A

－

一　

プ
ロ
ダ
ク
ト
②

　

実
践
選
択
A

－

一　

デ
ザ
イ
ン

　

実
践
選
択
A

－

二　

プ
ロ
ダ
ク
ト
①

　

実
践
選
択
A

－

二　

プ
ロ
ダ
ク
ト
②

　

実
践
選
択
A

－

二　

デ
ザ
イ
ン

　

実
践
選
択
A

－

三　

プ
ロ
ダ
ク
ト

　

実
践
選
択
A

－

三　

デ
ザ
イ
ン

　

実
践
選
択
A

－

三　

ビ
ジ
ネ
ス

　

実
践
選
択
A

－

四　

プ
ロ
ダ
ク
ト

　

実
践
選
択
A

－

四　

デ
ザ
イ
ン

　

実
践
選
択
A

－

四　

ビ
ジ
ネ
ス

実
践
選
択
B
（
各
三
二
時
間
の
授
業
時
数
で
一
単
位
）

　

実
践
選
択
B

－

一　

プ
ロ
ダ
ク
ト

　

実
践
選
択
B

－

一　

デ
ザ
イ
ン

　

実
践
選
択
B

－

一　

ビ
ジ
ネ
ス

　

実
践
選
択
B

－

二　

プ
ロ
ダ
ク
ト

　

実
践
選
択
B

－

二　

デ
ザ
イ
ン

　

実
践
選
択
B

－

二　

ビ
ジ
ネ
ス

　

実
践
選
択
B

－

三　

プ
ロ
ダ
ク
ト

　

実
践
選
択
B

－

三　

デ
ザ
イ
ン

　

実
践
選
択
B

－

三　

ビ
ジ
ネ
ス

　

実
践
選
択
B

－

四　

プ
ロ
ダ
ク
ト

　

実
践
選
択
B

－

四　

デ
ザ
イ
ン

　

実
践
選
択
B

－

四　

ビ
ジ
ネ
ス

　

実
践
選
択
B

－

五　

プ
ロ
ダ
ク
ト

　

実
践
選
択
B

－

五　

デ
ザ
イ
ン

　

実
践
選
択
B

－

五　

ビ
ジ
ネ
ス

　

実
践
選
択
B

－

六　

プ
ロ
ダ
ク
ト

　

実
践
選
択
B

－

六　

デ
ザ
イ
ン

　

実
践
選
択
B

－

六　

ビ
ジ
ネ
ス

　
　
　
　

二
五
六

　
　
　
　

二
五
六

　
　
　
　

二
五
六

　
　
　
　

一
九
二

　
　
　
　

八

　
　
　
　

八

　
　
　
　

八

　
　
　
　

六

第
三
学
年
授
業
時
数
及
び
単
位
数
計

　
　
　
　

九
六
〇
　
　
　

三
〇

授
業
時
数
及
び
必
ず
修
得
す
べ
き
単
位
数
計

　
　

三
、
二
〇
〇
　
　

一
〇
〇

選
択

科
目

海
外
研
修

国
際
情
報

　
　
　
　
　

三
二

　
　
　
　
　

三
二
　
　
　
　

一

　
　
　
　

一

授
業
時
数
及
び
単
位
数
合
計

　
　

三
、
二
六
四
　
　

一
〇
二


